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12 月 26(土)、高崎健康福祉大学人間発達
学部教授片山豪先生の『一塩基多型を調べ
よう～ALDH の多型解析～』についての講義
と実験を高崎健康福祉大学で行いました。
コロナ禍の中、昨年度まではなく、本年度
初めて行われる Lecture で、大学に訪問さ
せていただき実施されました。 
 
講義『一塩基多型』 
午前はマイクロピッペトと遠心機の使い方を

練習しながら、ＤＮＡ抽出実験とＰＣＲ実験の準
備をしました。実験上の注意事項や器具を使
用する際のコツなども教わりました。ＤＮＡの抽
出実験は、英語で書かれた仕様書を生徒達で
和訳しながらの進行だったので、とても大変でし
たが普段の実験以上にやりがいを感じることが
できました。その後、ＰＣＲ実験、ゲル作成を行
い、昼休み中にはパッチテストも実施しました。 
午後は片山教授の講

義を受けました。今回の
実験に関する生物的用
語や実験方法についての
詳しい説明の後に、片山
教授が実際に研究され
た、制限酵素と遺伝形質
についてのお話も伺いま
した。しかし、講義の内容
がとても難しく、わからな
い部分が多かったので、
生物の知識をもっと身に
つけて理解できるようにな
りたいと思いました。 
そして、制限酵素処理

と電気泳動を行い、その
結果から自分たちの遺伝
子の形質がどのようなも
のなのかを考察しました。 
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【実験結果】  

実験『ALDH の多型解析』 
 
【方法】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細かい作業が多く、上手く

できるかどうか心配でした

が、結果がきちんとでた人が

多かったのでよかったです。 

結果はお酒が飲めない

KK 型、飲めるけど弱い EK

型、問題なく飲める EE 型で

分けられ、親の DNA によっ

て結果は変わることを知りま

した。 

また、パッチテストでもそれ

ぞれの結果をだすことができ

ました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ワークシート記入例２  

講座の感想 
難しい内容だったけれど、遺伝子の分野は元々興味があり、

ちょうど授業で学習している範囲でもあったので楽しく学ぶこ
とができました。 

普段の学校ではできない貴重な体験ができたので、これから 
の勉強に生かしたいです。 

教科書に載っているのを見るだけではイメージしづらかった 
内容が分かりやすく学べました。 

講座に申し込むときは「授業でちょうど習ったところだから  
参加したみよう」というくらいの気持ちでしたが、大学の整っ
た環境で教授と共に実験をやってみると、１つ１つの作業や器
具の正しい使い方と注意点など、深いところまで知ることがで
きたので、とても貴重な時間を過ごすことができました。 

初めて使用した機械や道具ばかりで、少し力を入れたら折れ 
たり壊れたりしそうなものも中にはあって最後まで気を抜くこ
とができませんでした。 

一塩基多型は DNA の並び方が直接分かるのかと思っていたけ 
れど、実験によって条件を変えて現れたものと現れなかったも
ので分けて、間接的に分かることにすごいと思いました。 

実験の結果（３人）  

実験の様子  
 


